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第 二 編 小 面 積 の 更 新

老齢頽腰せ る エゾマツ、 トドマ ツ林 に於 て倒壊せ る腐朽木上に稚樹 を生 じて行は

るゝ小面積 の更新に就 きての調査 は次の如 む。

第 一 章 腐朽 倒 木 上 の 前 生 樹

第 一 節 更 新 調 査 標 準 地 の 選 定

本調査は演習林の最老齢林 中頽屡老齢樹 が倒壊 し、其倒木に稚樹 を生 じ、更に老 木

の倒壊 す るに及 んで、其庇蔭 よう開放せ られた る前生樹が急速に生長 して 老齢樹に

代 る如 き條件 を有する箇所につ き、 小面積 更新 の経過状態 を調査せんこし次の2箇

所 に調査地 を設 けた う。

更新調査地1第 九林班内(第 九林班,第 四林班の界BM.20號 附近)

面 積400平 方米(第 十六圖参照)

更新調査地II第 九林班内(第 九林班,第 四林班の界BM.14號 附近)

面 積1600平 方米(第 十七圖参照)

第 二 節鬱閉 林 に 於 け る前 生 樹 の 年 齢

前記調査区域(調 査地1,面 積400平 方米)に 於け る倒木上 及び 倒木外 の エゾマ

ツ・ トドマ ツの前生樹 の年齢、直径 を測定せ るに 第十九表,第 二十表,第 二十 一表 の

如 く、前生樹の年齢は老齢諺閉林の腐朽倒木上 と腐朽倒木外 を通 じて61乃 至65年

を超ゆ るもの甚だ稀れに して、特 に トドマツの本数配分の最大をなす ものは31乃 至

35年 にして・ それより 本数 は次第 に減す。 叉 エゾマ ツの本数配分の最大な るもの

は46乃 至50年 に して、トドマ ツより梢高齢な るも トドマ ツ と同様、高年齢 となる

に從つ て本数を減少 す。
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之れに依 て見れば前生樹 としての 最大年齢 は60乃 至70年 にして、 これ以上の

年齢 の ものは次第に消失す るものなるべし。

直樫 に就 きて見れば 腐朽倒木上 と腐朽倒木外 とを通 じて2cm以 下 の もの多数 に

して、特 に トドマ ツは2cm以 上の ものは其数甚だ少し。

又年齢 、直径 の配分(第 十九表,第 二十表,第 二十一表 及第二十三圖,第 二十五圖,

第二十 六圖墾照)に よれば2cm以 上 の直径 を有す るものは 著 し く抽秀せ る状態に

あbて 、 同一齢階につ きても直径の甚 だしき相違 を示せ り。 且つ此抽秀せる2cm

以上の前生樹は40乃 至60年 の もの多数 を占め、 是等 優勢な る前生樹は附近老齢

樹 の倒壊 して疎 開を生 じ、林地に相當光線 の 射入す るに到れば 主林木 こなるものな

う。

調査地IIに 於ても同様の關係明かなり(第 二十六表,第 二十 七表参照)

故 に老齢鬱閉 林内の前生樹 は 年齢60乃 至70年 以下 なる事 と其直径が此年齢 内

に少な くも2cm以 上 に生長す る事の 條件を具備す るものにあ らざれば、將來の主林

木た る資格 に乏しきもの と断ぜざるを得す。

第 三 節'腐 朽 倒 木 上 に生ず る前 生樹 エ ソマツ、

ト ドマ ツ の混 生關 係

老齢鬱閉 林 内の前生樹た るエ ゾマツ、 トドマツの樹種 別%は 前表(第 十九表,第 二

十 表,第 二十 一表)の 如 く、腐朽倒木 にはエゾマ ツの発生 多 く84%に して、 トドマ ツ

16%なり 。

然れ ども 腐朽倒木 の形態を認めざ る迄に腐朽の進みた る古 き腐朽倒木 の匠域 に在 う

ては トドマツは43%に して エゾマツは57%なり 。

又 附表(第 十(X))により 明かな る如 く腐朽倒木 の根の輻倒に ようて生 じた る土壌

の裸出箇所に トドマツ の発生 多 き事實 ようして、 トドマツは腐朽倒木上 よう竜土壌

又は甚だ古 き腐朽質上に生す るもの ゝ如し。

又腐朽倒木上に於け る エゾマツ、トドマツの生育は 第二十五表 に篠 るも一般 に トド

vツ は少 く、其平均22%なり 。



第 十 九 表

(更新 調査 地I)腐 朽 倒木 上 エ ゾマ ツ、 トドマ ツ前生 樹 直径 、年齢 に よる本 数総 括表

(区域内腐朽倒木十九本総括)(ゴ シックは トバマツ本数)(1931年8月 調査)



第 二 十 表

(更新 調査地1)腐 朽 倒木 上 に生 ぜ ざ るエ ゾマ ツ、トドマ ツ前生 樹 直径 、年齢 に よる本数 総括 表

(ゴシックはトfマツ本数)(Ig31年8月 調査)



第 二 十 一一 表

更新調査地(I)(騰 舗)前 生 樹 直径、 年 齢 に よ る本数総括表

(ゴ シッ ク は トs'seツ 本 数)(lg31年8月 調 査)

111a=13850本

考 備(本 表は第十九表及第二十表を併合 したるものなり)
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叉腐朽倒木が エ ゾマツな るか、又 は トドマツな るかに よ参て其上に発生 す る樹種

の混生状況は 附表(第 八,第 九,第 十,撃 照)に 示す如 く倒木の樹種 如何に よる甚だ し

き影響存せ ざ るが如し。

第 四 節 前 生 樹 の 生 長

老齢鶴i閉林 に生 じた る前生樹 の 生長遅緩なることは 前諸表 に よう明かな るも・稀

には樹高Im飴 にして樹齢Ioo年 内外の ものあbて 、多数 は腐朽倒木 に辛 じて生存

し、林木被壓 の下に 隙忍持重し而 も上木の倒壊 に よつて 始めて生長をなし得 る能力

あるもの は相當の生長 をなす或範囲 に属 す る僅かの前生樹 のみな う。.

從つて前生樹 は一・般 には生 長甚だ遅緩にして 本調査区域の 倒木A號 上に生ぜ る前

生樹の生長關係は第二十二表の如 し。
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第 二 十 二 表

老 齢 馨 閉 林 内 前 生 樹 生 長 調 査

(調査地I腐 朽倒木A號 上に生ぜるもの)× 印は根張調査せる生長良きもの
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即 ち平均樹高生 長はIo年 間に27cm,直 径生 長はIo年 間平均o.44cMなり 。

同調査地の前生樹 の下部二箇所 に於ける切断 により て算 定せ る樹 高生長のIo年 間

の平均は一般 に総平均のIo年 間 よう歎値少なり 。之れに よれば前生樹 は稚樹 として

発生當時は現在 ようも更に生 長の遅緩な うしものな う。

叉本調査地内の腐朽倒木に生ず る前生樹94本 につ きて、上下2箇 所の断面に於

け る年輪数 の減少 と両 蜥面間の長 さにより 算出せ るIo年 間 樹高生長は、エゾマツ

20・3cm,ト ドマ ツ18.ocm、 直径生長は エ ゾマツo.48,ト ドマ ツo.33cmなり(附 表

第十一、参照)。

更 に本調査区域 の前生樹 につ き齢階毎の平均直径及び総平均年齢 を算出すれば、

第二十三表 の如 く倒木上の平均直径 は、倒木外(腐 朽質)1)の 平均直径より 大 にして

平均年齢 も大な う、 此事實は現在の前生樹 は腐朽倒木上に於 て 腐朽質上 ようも早 く

生 立せ ることを謹す るもの にして、老齢鬱閉 林内 に於て被壓 せ られ 辛 じて生存す る

程度の稚樹 は腐朽倒木 上に於て寧ろ 生長の保障 あるもの と認め らるるも、鬱閉 の疎

開が引 き績 き進捗せざ うし爲めに、一旦 生育 した る腐朽倒木上の稚樹 も終 に溝失し

て古き倒木即 ち現在の腐朽質に前生樹少 なきことを示す ものな う。

猶本区域の前生樹 につ きて直径毎に樹 高 及年齢 の平均 を示せば 第二十四表 の如 く、

之れに ようても前生樹 の生長 を概観 することを得べ し。

前生樹 の生長關係極めて不良 なることは 前調査 に明かな るも、前生樹 は又外見 上

甚だし く歪形 にして 樹 冠は騎蓋状 をなし、枝少 く針葉の着生 も疎 に して 一見樹勢甚

だ貧弱なり 。

例へば エ ゾマツ前生樹 の直径1.6cm,樹 高o.64mの もの 総重量

285gr中 、生葉 は41grに して全重量のI4%に 過 ぎず。

之れは 一 に老齢鬱閉 林 に於け る光線不足 に基因す るものにして、原生林の前生樹

(V・rwuchs)が擇伐 林の下木(Unterh・1z)に 比し大 に相異す る庭なり2)。

'1)主 ミしで腐朽倒木の分解一ti!1うもの

2)植 村博士:原 生林か擇伐 林か,林 學會雑誌 第十三巻 第五號
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第 十 入 圖鬱閉 林内に生ぜ るエゾマツ前生樹

樹 高1.15m

直 径3・2cm

枝 ノ長 サ1・45m

年 齢5。 年

樹 高1・30m

直径2・8cm

枝 ノ長 サi・58m

年 齢50年

第二十三表 老齢馨閉林内前生樹直径生長調査(・g3・ 年8月 調査)



第 二 十 四 表

老 齢 馨 閉 林 内 の 前 生 樹 直 径 別 樹 高 及 年 齢 表

(lg31年8月 調査)



第 十 九 圖

同一腐朽倒木上のエゾマツ、トドマツの生育状況



第 二 十 圖

同 一腐朽倒木上のエゾマツ、トドマツめ生育状況
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第 五 節 同 一 の 腐 朽 倒 木 上 に 於 け る

エゾ マ ツ、トドマ ツ の 生 育 状 況

腐朽倒木上 にエ ゾマツ、 トドマ ツ の稚樹が よく生育することは 原生林 に 遍 く見 る

庭 にして、本演習林 にても到 る庭 この 事實 を見 るが故に、 同一 腐朽倒木上に生ぜ る

エ ゾマツ、 トドマ ツ の生育状況 を観 察するために演習林 内各所 に於て腐朽倒木の形

態 を明か に認め、且其上 に生立す る エ ゾマツ、 トドマ ツの生育状 況の相違す るもの

次の14箇 所を選定調査 し、其 エ ゾマツ、 トドマ ツ の樹高 により て之を類別 し之が

生育経過を槍せ う(第 十九圖,第 二十圖撃照)。

本調査 によれば腐朽倒 木上 に生ずる樹種混生 歩合は エ ゾマツ を主 とし、平均藪 に

於 て78%を 有す るも、時 には調査木13號 の如 く殆ん ど トドマツ のみ生育せ るも

のもあ6。

一腐朽木 に生ぜ る前生樹 の本数 は甚だ多数 にして、 調査 木1號 は 樹 高30乃 至

40cmの ものg8本 を生 じ、又調査 木14號 は平均直径10cmの 批齢樹 なるも長 さ

23mの 間に35本 を密生せり。 各腐朽木上の稚樹の生立本数 ご腐朽木 の長さごの關係「

により明か なる如 く、軌れ も甚 だ 乙く密生 せ るナ伏態にして、此織は次章以下述べん と

す る根系調査 と重要な る關係 を有す るものなり 。

次に各腐朽倒 木上の樹 高別生立本数 と生立位 置圖(第 二十五表及第十九圖,第 二十

圖)と を参照す る時は 同一倒木上の優勢なる 前生樹の庇蔭下にあ る弱少な る前生樹

は次第 に淘汰 せ られ、同一腐朽倒木上の エ ゾマツ、 トドマツ は結局 調査木14號 の

如 く外観 上一齊型 を呈 する優勢木 のみ とな るに至 るを知 る。 之れ軍に外観 上のみ な

らず同一倒木上のエ ゾマツ、 トドマ ツは、前生樹時代 に一定範囲 の年齢 にて一定の直

径級 に達せ るもののみ 將來主林木 となるものなれば、比較的 同齢林型 とな る。之れ

同一倒木上に生ぜ るエ ゾマツ、 トドマツ の生長比較樹幹析解の結 果に よウて 明か な

う(附 表第十四,第 十五,第 十六,第 四十入圖参照)。

斯 くてエ ゾマ ツ、トドマツの原生林 は腐朽倒木 上に小面積 更新の行はるるに際 して

も外観上丼 に實質上(年 齢)に も比較的一齊型 に近 きもの となるな う。
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第 二 十 五 表(一)

同 一 腐 朽 倒 木 上 の エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ 生 育 状 況

(lg2g年8月 調査)

*は 樹種別本敷不明



第 二 十 五 表(二)

43
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第 六 節 腐 朽 倒 木 上 の 前 生 樹 護 生 の 過 程

エゾマ ツ、 トドマ ツ の老齢林 は200乃 至30。 年 の間に老衰枯死 し、所謂立枯れ

の状態にて拾数年間聾立 し、 其間 に枝條落 ち樹幹のみ裸立 し 漸次腐朽 して啄木鳥が

穴 を穿 ちて 幹 に発生 せ る昆虫類 を食 し、後 に 風の爲めに倒壊す るを 一般的経路 と

す。

斯 くて倒壊せ る樹幹は大半腐朽せ るが故に其樹皮の割れ 目・幹 の穴 に落 ちた る種子

は登芽す るものな う。 然れ共腐朽が或程度 に達す る迄は此倒木上 に生 じた る稚樹は

枯死消滅 を免れず 。

此關係を知 るため次の調査 をなせ う。

〈I)本 調査地は本章第一節の更新調査地IIに 當 るものにしてIg30年8月 第九林 班

(第九林班,第 四林班の界BM。14號 附近)に2本 の倒木 を選定し、其附近 の林 況

並に其倒木上 の前生稚樹 の年齢 を調査 し、叉倒木の根株 の傍 に生ぜ るトドマツ・の

樹幹析解をなせ り(第 十七圖 調査地圖参照)。

この トドマ ツは 約260年,直 径25.4cm,高 さ17.5m中 心部は腐朽 して辛 うじて

年 齢 を算へ得た う。 此樹は倒木 に接近 して生 じた る關係上幼時は老大樹 に被壓 せ

られIIo年 にて樹高3m余 に過 ぎず。 此樹が旺な る樹高生長 を始めブ2るは160

年 にして直径 生長 も略ぼ同様なり 。 故に該 トドマツ の160年 前後に達せ るとき

老大樹が倒壊 し、其被壓 より開放せ られた るものと見 ることを得 るものな う。即 ち

倒木 は今より 約100年 前 に生ぜ るものなり(第 二十 一圖 附表第十二(I)参 照)。

然 るに倒木 上に現存す る前生樹の最老 の ものは81年 生 な るが故に(第 二十六表参

照)、 夫れ以前 に発生 せ る稚樹は皆滑滅せ るものとなさざ るを得ず。

老 大樹が枯死倒壊 して 後数年 にして 其倒木上に稚樹 を生ず るも、其腐朽が稚樹 の

生 育 を保説する條件を具ふるには相當の年数 を要 す るものにして此場合 は約20年

と推 定せ らる。

猶倒木 に生ぜ る稚樹 が、將來の 圭林木 とな る見込の優勢 なる生長 をなせ るものは

前述せ る如 く(第 一章,第 二節)、 直径2cm以 上 のものに して其年齢は・第二號調

一査木(第 二十七表参照)に 在つては40乃 至S5年 にして 其差は約15年なり 。



第 二 十 六 表

腐 朽 倒木 上エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ前生 樹直径 、年 齢 に よ る本数 総括表

第壷號調査木(ゴ シックはトバマツ本数)(1930年8月 調査)

甚印は根系調査をなぜるもの



第 二 十 七 表

腐 朽倒木 上エ ゾマ ヅ、ト ドマ ツ前 生樹 直 径 、年齢 に よる本数 総括表

第二號調査木(シ ツOは トfマ ツ本数)(Ig30年8月 調査)

於 印は根系調査 をなせ るもの



第 二 十 入 表

腐 朽倒木 上 の エ ゾマ ツ、トドマツ 前生 樹 直樫 、年齢 に よ る本数 総 括表

(ゴシックは トx"マツ本数)(lg31年8月 調査)
'
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叉 第一號調査木(第 二十六表参照)に 在つても差は30年 を出です。

即 ち更新は比較的短年数 に完成せ らるるを知 る。

(2)本 調査地は本章第一節 更新調査地Iに 當 るものにしてはIg31年8月 、第九林

班内(第 九林 班,第 四林班の界BM.20號 附近)に 於て前述 の如 く、腐朽倒木(A號)

側 に生立せ る トドマ ツにつき同様 に調査 せ う(第 十六圖調査地圖墾照)。

此 トドマ ツは樹齢21・ 年,直 径29.3cm,樹 高16.2m中 心部 に精腐朽 を生 じ、 前

調査木 と同様 倒壊せ る老大樹 に接近 して生立せ る關係上、幼時に在 うては老 大樹

に被圧 せ られIoo年 にして樹 高4m除なり 。

此樹が旺 な る樹 高生長を始めた るはIIO年 にして直径生長 も略同様 なる故 に此 ト

ドマツはIIO年 生前後に於て、老大樹倒壊 乙て被圧 状態より 開放せ られたるもの

こ見 ることを得るものなり 。 即 ち倒木 は今 よう約Ioo年 前に 生ぜ るものなり

(第二十二圖 附表第十二(Ⅱ)参 照)。

然 るに倒木上に現存 する前生樹 の最老の ものは66年 生 なるが 故に(第 二十入表

参照)夫 れ以前に発生 せ る稚樹は皆溝滅せ う。

叉老 大樹が枯死倒壊 して後数年 にして 其倒木 上に稚樹 を生ず るも其腐朽が稚樹 の

生育を保謹する條件 を具ふるに相當の年数 を要 するものにして 此場合 は 約30乃

至40年なり 。

猶倒木に生ぜ る稚樹が將來主林木 こなる見込の優勢 なる生長 をなせ るものは 直径

2cm以 上の もの其年齢 は46乃 至66年 、即 ち其差は 約20年 に して更新 は比較

的短歎 に完成せ らるるものな う。

以上の結果は更新調査地IIに 於 け ると殆 ど同様の発生 経過 を辿れ るもの なるこご

を知 るべ む。尚ほ鼓 に注意すべ きは本調査は個 々の腐朽倒木に關す るものなるも、

此等倒木上の稚樹 が後繊林 とな るには、林分の鬱閉 が或程度の疎開を必要 とす るも

のにして、林分の疎開不充分な る 時代の腐朽倒木に生ぜ る稚樹 は 前生樹 としても

或程度以上の生育 を遽げざ るものな う。
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第 二 章エゾマツ 、ト ド マ ツ の

交 代 關 係 丼 に 混 合 歩 合

樺太原生林の大部分は エ ゾマ ツ、 トドマツの 混合林 にして 現在に於 ては樺 太の南

部 には トドマ ツの混生歩合多 く、中部 は両者 相半 し・北部 即ち 本 演習林地方は大約

エ ゾマツ80%,ト ドマ ツ20%の 混合欣態な り。

然れ共此混合歩合は植物生 態の推移 に從つて変化 な きを保 すべか らす。 本演習林

地方の ツン ドラ帯に於 ては花粉分析 に ようて 此状態の幾分 を推知 し得べ しご錐 も、

我演習林中エゾマツ 、トドマツの鬱閉 せ る平坦林 に在 つては腐植層は淺 く・其分解度

も相當なるを以 て花粉分析 を適用するに困難なれば、現在の林相 よう遡て研究せざる

べか らず。

樺太臨森林調査員の樺太山林會報 に報す る所 に よれば、樺太の原生林 はエ ゾマ ツ、

トドマツが交代的優勢 を表はす ものにして、現在 の エゾマツ 多 き威は次代は トドマ

ツ多 き林 と鍵 う、叉 現在の トドマ ツ多 き庭は エ ゾマツ を主 とす る混合林 となるべ

しご。

然れ共 この断定 をなする足 るの調査の行はれた るもの少きを以 て、 妓に 本演習林

第 九林班に於 てo.04ha(20m×20m)の 調査地 を設け 次 の調査 を爲せり(第 十六圖

参照)。

1)現 在の主林木(枯 損木 を含 む)の エゾマツ・トドマツの直径及本数

2)腐 朽倒木の樹種別本数

3)此 区域の腐朽倒木上 に生ぜ る前生樹 の直径、年齢、本数

4)腐 朽倒木 の形態 の不判明なる区域 に生ぜ る前生樹 の直径、年齢・本数・

即 ち1)の 調査 に よりて現在の主林木 の樹種別混合歩合 を知り

2)の 調査 に より更に前代主林木 の樹 種別混合歩合 を知り

3)及4)の 調査 に よりて次代の主林木の混合歩合 を知 らん とす。
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第 一 現 在 の主林 木の 混合 歩合

調査 区域 の生 立木 及枯 損木 を樹 種 及直径 別 に調査 した るもの は 第 二十九 表(一)の

如 くに して、 健 全木 エ ゾマ ツIC本,ト ドマ ツ20本 、枯 損木 ト ドマツ15本,即 ち

総本数45本 中エ ゾマ ツIo本,ト ドマ ツ35本 、Iha當 うII25本 に して其 混生 歩

合 は エ ゾ22%,ト ド78%な り。猶 第 一章 第一一節 更新調査 地IIに 於 け る現在 林 エ

ゾマ ツ、 トドマ ツの混 合歩合 は エ ゾマ ツ健 全木34本,ト ドマ ツ は健 全木52本 、枯

損木 合算 本数Io7本 、Iha當り66g本 、其混 合 歩合 はエ ゾマ ツ32%,ト ドマ ツ68%
ト ・イ ・ノ

にし揃 者よう墾 歩合を増加せう(第 二十九表(二悌 十七鰺 照)・

第 二 前代のエソマツ、 トドマツの混合歩合

之 は現在の腐朽倒木の樹種 別に ようて調査 した るもの にして 第 三十表 記載の識別

標準に よう主 として 肉眼的識別に ようて定め、 肉眼 にて識別租困難な るものは 組織

の顯微鏡的調査 を行ひた ウ。其結果は第三十表の如 く腐朽倒木(樹 幹形を認 め得 るも

の にして其上 に前生樹 を列状 に生ず)の 本数 は26本 、Iha當り650本 にして内エゾ

マツ12本,ト ドマツ14本 、其混生歩合 はエ ゾマ ツ46%,ト ドマ ツ54%なり 。

此調査は腐朽倒木が樹 幹形態を認 め得 らるる程 度のものを計算 した るもの なれ ど、

トドマ ツは一般に小径級 にして 壽命 も低 きもの なれば、林分 を形成した る時代 には

此計算 に よる数字 に比し更に多数 の トドマツ の混生 した るもの と認むべ きものな う

(第 三十表墾照)。

第 三 次代のエゾ マツ、 トドマツの混生歩合

次代の エ ゾマツ、 トドマ ツ の混生 歩合は現在の前生樹の=状態に支配せ らるるもの

にして、本調査区域の前生樹 に就 て倒木上 に生す るもの こ・倒木形 を認め得ざ る場慮

に生ぜ るものに分別 して調査 しブ2b。 而 して此両 調査 を通算した るものは エ ゾマツ

609本,ト ドマ ツ312本 、計921本 にして其歩合 は エ ゾマ ツ66%,ト ドマツ34%な

り(第 三十二表墾照)。

之を倒木上1ζ生ぜ るもの と、然 らざるものに別てば前者 に在ては エ ゾマ ツ276本,

トドマツ56本 、合計332本 にして、其 混合歩合は エ ゾマツ83%,ト ドマツ17%
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な う(第 三十一表参照)。

又倒木形を認め得ざる場庭 に生ず るものは本数589本 にして、内 エ ゾマツ333本,

トドマ ツ256本 に して、 其混合歩合は エ ゾマツ57%,ト ドマ ツ43%なり(第 三

十二表参照)。

之 に因て観れば腐朽倒木上に於ては トドマツ 少藪な るも、倒木 形を認め得ざ る場

庭 に在 うては トドマツ其本数 を増 加し、トドマ ツは倒木 の腐朽度 の進捗 した るもの叉

は根株の薯倒 したる眞土等 に磯生す ること多 く、且 つ 受光の多 き場庭を好む ものの

如 し。

腐朽倒木上 に於て トドマツ の生存せざ る理由は、 トドマツ は1乃 至2年 生 には'

極めて強陰性 なるも漸次陽性 となり 、20乃 至30年 生 に達すれば 強 き陽性 とな る竜

のなれば、高齢迄被圧 状態 にて生存 す る能はず塗 に枯 死潰失す るに至 る。之れ原生林

の前生樹 として高齢の トドマツの前生樹少な き理 由な るべし。 從 つて孔状叉は帯状

に疎開 し、母樹 の被壓 より免 るる時は トドマ ツの登達 を見 るべし。 エゾマツ、 トド

マツ の原生林 に於 て エ ゾマツ は一般 に高齢 に達 し トドマツの老齢樹 よりも100年

以上の高齢 なるは之れ エゾマツが永 き被壓 時代を経過 し得 るに拘は らず、 トドマツ

は僅か に20年 以上の被壓 状態 を経過す ること困難 な るに因 るな らん。 即 ち主 とし

て両樹種 の耐蔭性の差異 に基 くものなり。
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第 二 十 九 表(一)

エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ 現 在 林 混 生 状 況

第九林班 更新調査地I面 積4co平 方』来(1931年8月 調査)

エソマツ,ト ぐマツ に

各一個宛の腐朽株あり。

第十六圖参照

健 全 木Io本33%20本67%30本Ioo%

健全,枯 損木計Io本22%35本78%45本loo%
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第 二 十 九 表(二)

エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ 現 在 林 混 生 状 況

第九林班 更新調査地II面 積1600平 方米(lg30年8月 調査)

健 全 木34本40%52本60%Io7本100%

籍損氣3・ 本3・%73本68%・ ・7本 …%
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第 三 十 表 腐 朽 倒 木 樹 種 別 調 査

第九林班 更i新調査地I面 積400平 方米(1931年8月 調査)

識 別 法

1・現場に於て樹皮付若のため判明せ るものはこれにより

た り

2・ エy"マ ツ・日 マツ の鋼明せる腐朽木(樹 皮付着)を

探取 し之れを乾燥 して標準とし次の識別点に着目し,

探集せる材料につき判定せリ

イ)腐 朽倒木の繊維がトぐマツは明らかに残 り,列 片,

ササラ股を呈 し,不 正形1こ折れ,叉 繊維は非常に分離

して同立つ

エソマツは繊維顯著ならず

ロ)エ ジマツの腐朽木片は繊維の方向に直角に多 く割

目を生ごi折目は直線状 をなす

トドマツは繊維方向に直角に折目を生ぜす,尖 状サ

サラ状 をなす 一

ノ・)乾燥せし場合トぐマツは多 く淡褐色な呈 し,エ ゾマ

ソは濃赤褐色又は濃褐色を呈す

二)腐 朽倒木の砕片粉末は ト寸マツは手鰯り柔かにし

て輕 く,エ ゾマツは手鯛り稻蛇く,重 き感あり

3・以上外観判定疑はしきものには 濃騨酸に浸 し着色反

謄iによりて判別 し

4・猫疑はしきは顯微鏡的検査にょれ り

計26本
儲3{諜 銑 ・h・當・65・本
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第 三 十 一 表

腐 朽 倒 木 前 生 樹 生 育 状 況

第九林班 更新調査地1(面 積400平 方米)(Ig31年8月 調査)
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第 三 十 二 表

腐 朽 倒 木 外 前 生 樹 生 育 状 況

第九林班 更新調査地I(面 積4。o平 方米)(1931年8月 調査)

計333本256本589本

57%43%Ioo%
腐 朽倒木上

)合 計b・ ・ 本3・2本 … 本 ・h・當"・3…5本
腐朽倒木外

66%34%1oo%
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以上調査せ る前代、現代、次代の エゾマツ、 トドマ ツ混合歩合の推移 を掲 ぐれば

次の如 し。

エ ゾマツ トドマツ

前 代46%54%

現 代22%78%

次 代66%34%・

而 して 前代の混合歩合を腐朽倒木の 現在数に就 きて査 定したる結果 は、エ ゾマツ

46%,ト ドマツ54%こ な うた るも、 トドマツ は一般 に樹齢低 く直径 小にして腐朽

乙易 きものなれば、現在腐朽倒木の形 を留めざ る程度に腐朽せ るもの少なか らず、從

つて雨樹種 の本数の此調査 は トドマツに於ては更に大なる筈 と認めざ るべか らす。

工
之れ既に述べたる第一編 第詳章第五節林木生育の状況林黎 こ於ける事實に徴するも

明かなるべ し。此調査地は地下o.2mの フー ムス に炭 の層を認む るを以て火災 に罹

れ る事は明かなれば、此焼跡地 に生ぜ る林 相は初めはエゾノダケカンバ、 トドマ ツ・

エゾマ ツの混合林 とな う、次第に トドマツの本数 を増加し、最後 に エ ゾマツ を主 と

する林相 とな う終に極盛相 に達 するものな らん。

故に火災後に成立せ る森林に一時 トドマツ を多数 増加す るも次第 に極盛相 に進む に

從つて漸次に トドマツの本数 を減 じエ ゾマ ツの混合歩合を増加す るものな う。

之れ エ ゾマ ツ は腐朽倒木上に被壓 木 として永年間生存 する性 向強 きも、 トドマツは

此性 向に乏 しければなり。

而 して本演習林 に在つては エゾマツ80%,ト ドマツ2096の 混合状態 を以て 極盛

相 と認むべ きが如 し。 即ち 本演習林中 に於て林相梢極盛相 を経過 し土地 の幾分灘地

化せ る場所、即 ち第四林班の面積o.Ihaに 就 て調査 せ る結果は第 三十三表の如 くに

してエ ゾマツ82%,ト ドマ ツ18%なり 。

焼跡 地に発生 せ る 森林 が極 盛相に達す る迄幾干の年数 を要すべ きやを本調査地 に

就 きて考察するに現在の腐朽木 をなす樹が焼跡地に始めて生立 し、之れが250年 生

にして倒壊 した うとすれば、此後繊林 は即 ち現在林 なり。 而 むて現在の樹齢200年
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の ものが其前 生樹 とし て、50年 の被壓 時 代 を経 たり とす れば 本 森 林 は火 災後250+

(200-50)=400年 を経 過 せ る こととな る。

故 に現 在 の被壓 木 が主林木 こなり 枯 死 を始 む る迄 を200年 こすれ ば 合 計600年 こ

な る。傍 て本原 生林 は罹 災後600乃 至700年 を纒過 し エ ゾマ ツ を主 とす る極 盛相

を現 むた るもの と認 むべ し。

第 三 十 三 表

極 盛 相 に於 け る エ ゾ マ ツ、 ト ドマ ツ 混 生 状 況

第四林班 年齢調査地(面 積o・Iha)Ig29年8月 調査

本表は 極盛相 として認め らるる林分の林 層を調査せんが爲め、林 班区劃線 こして

幅5・5m,延 長182mの 帯状の調査地 を設け、之れに存す る3cm以 上 の林木 の地 上

22cmの 直径及年齢 を調査 せるものにして、之 を樹種別 に直径,年 齢 により て本数 を

総括すれば第三十四表の如 し。寿又第九林班の更新調査地I(第 一章第 一節及第十六圖
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参照)の 腐朽倒木上 及然 らざ るものに生存す る前生樹の年齢及び直径は第十九表,第

二十表,第 二十一表 に記せ る庭にして、之等 を圖示すれば第 二十三圖,第 二十四圖,第

二十五圖,第 二十六圖 の如 く、之れ によれば前生樹 は 約50年 ・主林木は約100年 の

年齢 に於 て 著 しき直径生長の飛躍 を見 る。 之れ 此 年齢附近 に於 て 生存競争 の劇甚

な るを示す ものにして・ 疎開に よりて 其 生長 を急劇 に促進 し40乃 至50年 にして

連年生長の最高に達 す るものな う。 この状態に於 ては其樹 下には稚樹 の発生 を見 る

こと能はざるべ く、從 つて幼齢林を 欠 ぐに到 るべ し。 此等 の事實は 原生林の 林層

(Etage)を単純 な らしむ る重大なる關係 と認め らる。

最後に原生林 の植生 の遷移 を圖示すれば次の如 し。

第 二 十 七 圖 林 相 憂 蓬

極 盛 相 は エゾマツの老齢樹 に トドマ ツ を混 じ、其林下に多 くエ ゾマ ツを

前生樹 として倒木 上に螢生 す るものにして、本演習林第 四林班 に相當す。

第 一 次 更 新 型 は 極盛相が火災其他の災害 により て 大面積 に枯死した る跡

地 の更新 にして・第十四林班林型Iに 相當 し トドマ ツ を主 として之れ に エ ゾー・r.'7を



第 二十三 圖

1.腐 朽倒木上のエゾマツ、トドマツ

前生樹直径年齢 に よる本数 総括 圖

II.腐 朽 倒木 上に生 ぜ ざ るエ ゾマ ツ、トドマ ツ

前 生 樹 直径 年齢 に よる本数 総括 圏



第 二十四 圖

エゾマツ、トドマツ林の極盛相 に於け る直径年齢 に よる本数 総括圓



第 二十五 圖

L腐 朽倒木 上のエゾマツ、トドマツ前生樹年齢本数 曲線II.腐 朽倒木上に生 ぜざるニゾマツ・トドマツ前生樹 年齢本敷 曲線



第 二十六 圖

1・腐朽倒木 上 のエ ゾマ ツ、トドマ ツ前生樹 直径 本数 曲線

II.腐 朽倒木上に生ぜざ るエ ゾマツ、Fド マツ前生樹 直径本数 曲線



第 三 十 四 表

極 盛 相 に 於 け る エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ直 径、年 齢 に よ る 本 敷 総 括 表

第九林班内面積o・1ha(ゴ シックはトぐマツ本数)(1928年8月 調査)
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混 じ、火 災の場合 には林下には倒木上の稚樹極 めて少な きものな う。

第 二 次 更 新 型 は第 一次更新型の年 と共 に推移 し、漸次に エ ゾマツ の老齢

樹数 を増 し・林下には エゾマツ の稚樹 、倒木上 に多 く発生す るものにして第十 四林

班の林型IIに 相當するものなり 。此第二次更新型より 再びエ ゾマ ツを主 として、其

林下に エゾマ ツ を前生樹 として駿生 する上述極盛相を現はすものな う。

此極盛相は地勢傾斜 し、受光及び排水適當な る場合には擇伐 林型 とな り、永 く極盛

相 を維持 するも、平地林 に在 つて、火災其他の災害 によつて大面積 に更新せ られず、

老齢樹 の自然的 枯 死頽康 をなす小面積更新の場合 には、林地は著 しく、ボ ドソール化

して灘地 とな 外 其酸性停滞水を生 じて グイ マツの混合林 とな 帆 退行的林相 とな

る。第五林班及び第六林班の一部、第二十七林班 に相當 す。

而 して 中間更新型 は退行 的更新型の火災 其他の災害に ようて大面積 の更新行 は る

るとき襲生す るものにして、之れ より 第一次 、第二次 の更新型 を経 て再び極盛相 に

達す。即 ち 焼跡調査地Vの 如 きグイマ ツ幼齢林 にエ ゾマ ツ・ トドマツ を混ぜ る場

合 に該當す。

第 三 章腐朽倒木 上の前生樹が被壓状態

より主林木に生長する迄の根系

の登達及根系と樹幹生長の關係

第 一 節 総 読

本章 に於 ては 更新に關連 して 最 も重要 なる、腐朽倒木上 に生ぜ る エゾマツ、 トド

マツ の前生樹時代 よ妬 圭林木 に到 る迄の根の登達 状況を次の三段に区分して 調査

せ り。

第 二 節 前 生 樹 時 代

老齢林内に於 て倒木上に生ぜ る エ ゾマ ツ、 トドマツ の前生樹 の根 系に就 ては次の

二箇所 の調査 をなせ 今。
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1.更 新調査地I:区 域内の倒木A號 上の前生樹(第 十六圖,爲 箕第入 圖

版 墾照)

2・ 車新調査地II:区 域 内の倒木2本 の前生樹(第 十七圖墾照)

是等に就て 夫 々倒木上 に生ぜ る前生樹の位置 大さ等 を測定 し・其 中主要 なるもの

につ きて 腐朽倒木 を町寧に掘起 して 根 系を調査 せ るに、第三十五表,第 三十六表,第

三 十七表 及び 第二十八圖,第 二十九圖 の如 き結果 を得た り。

倒木 上の前生樹 は 杢 く直根 を欠 ぎ、根株 よう四方に援 る数本 の主要 な る細長根 の

先端 に吸牧根 を生ず る状 況に して、概 して根 の分岐少し。

此前生樹 の根株 を析解す るに、幹の主軸 は腐朽倒木 に接 して急に曲折 し、其 曲折部

よう四方に細長 なる根 を分根 して 恰 も車軸状 をなし、エ ゾマ ツ の淺根性 は此時代 よ

う既に胚胎せ るものな う(第 三十七圖参照)。

此細長な る倒木上の根 は其長 さ3乃 至4mし て 樹高の2・5倍 に達す るもの あbて

倒木 に浩 ひて蔓延 し、相互に組合ひ所謂盤根錯節 し、倒木 を雀 き込み蛇籠状 をなし、

毫も根の競争 をなさす、僅かの腐朽倒木上の室所を竜利用せ るが如 く、蚕 く同種間の

協調性 を有 し所謂Ausladungsverni6genI)は 甚だ大な るものなり ◎

而 して 第二十八圖、第二十九圖 に見る如 く決 して倒木外に其根を出さざ る乙とは

最 も特徴 とす る所な り。

此根系調査 第三十六表中70號 調査木は腐朽倒木 と土壌 との界に発生 した るもの

な る竜、地 中に根 を延す模様 更 にな く、腐朽倒木 の側面に 其根 を纒綿 して 登育せ る

点 よう見 るに前生樹 は殊更に此腐朽倒木 を要求せ るものの如 し。

而 して前生樹 の根 は 其樹 の大 さに比較 して 根の延長著 し く長 きが如 きも、其根 は

他庭 に生ぜ るもの に比すれば吸牧根 少な く、甚だ細 長 く2乃 至3mの 長 き根 に在 て

も先端 に僅か に吸牧根を有す るに過 ぎざ る=状況なり 。 此等前生樹 の年齢 を考察す る

に腐朽倒木 上に生 じて相當長 き根の蔓延 をなす ものは皆其樹齢60乃 至70年 の域 に

 i) H. Mayer : Waldbau, S. 239
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達せ るもの にして、此年齢 に比すれば 寧 ろ 貧弱な る根張 と言はざ るべか らず。即 ち

前生樹は 上方 には光線 の不足に苦む と共に、下方 にても腐朽倒木上 に 遅々 ご其根 をー

延 し辛 じて生存す るもの な う。

第 三 節 主 林 木 と な る 見 込 あ る壮齢 時 代

圭林木 となる見込あるll齢林 に就 きては第九林 班内(第 九林班,第 四林班の界BM.

36號)に 於て同一倒木 上に生ぜ る15本 のエゾマツ 、 トドマツ中7本 に就 きて根系

調査 をなせり。 樹 高6乃 至IIm,直 径8乃 至13cm,樹 齢60乃 至80年1ζ して、

樹勢旺 にて主林木 となる見込あるものな6(写真 第入圖版,第 九圖版参照)。

本 調査木の生ぜ る腐朽倒木 は地上に梢高 く盛上 り居 たるため、エ ゾマツ、 トドマツ

の根 は之 を全 く抱合 し、各調査木の根は癒着 し、眞の蛇籠状 をなし 之れ を 掘起す も

分離 されず、調査木7本 を同時 に掘起 して、抱合せ し腐朽倒木 を除 きた るに根 は跨

木根上 うの初期型 をな むたり 。

此7本 の調査木 中第四,第 七,第 八號 調査木 は共 に其根 は腐朽倒木上kあbて 、其

生長甚だ貧弱 にして他樹 に被壓 せ られたるも、第五,第 六,第 九,第 十號 調査木 は疎

開 と共に生 長を始め從つて根 も倒木 外に進出せ るものな う。

叉此 第五,第 六,第 九,第 十號 調査木 につ き樹幹析解をなせ るに、被圧年代を脱せ

るご共 に樹高及び直径 を増 大せ う(第 三十九稠,第 四十圖,第 四十一圖,第 四十二艮

参照)。

今各調査木の被圧 年代を示せば

調査木番號 樹 齢被圧 年代1)

56035

66537

97550

Io8055

叉此等調査木 の根株 を切断 し、各根 の年齢 を調査 ぜるに 第四十表 の如 く、太 き根

は被壓 年代 を脱 して後 に生ぜ るものにして、腐朽倒木 上 にあ うて 先に生育せ る根 ば

1)第61頁 註、参照
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萎縮せ る事甚だし く、僅かに其痕跡のみを留む るか 或は被壓 年 代を脱 して後に生ぜ

る根 と癒着 して其存在の不判明 となれ るものな6(写真 第十二乃至十六圖版参照)。

第六號調査木 は明か に腐朽倒木上の根を残すも 其他 の調査木は此點判 明せず。又

根 の年輪数は其大 さとは必ず しも比例せざるものな う。

叉 此等被壓 年代後に生 ぜ る根 の主軸に於け る分岐點 は 腐朽倒木の接點 ようも上部

に して倒木上 の根 の上部 に登育す。 猶此根株 に於ける年数 と根系発生 の状 況を圖示

すれば、第 三十七圖,第 三 十入圖の如 し。

第 四 節 主 林 木 時 代

主林 木た る エゾマツ の同一倒木上 に生 じた る痕跡の顯著 なるものにつ きては第六

林 班(BM.57號 附近)に 於て根系調査せり。

写真第十 圖版 に見 る如 く本調査木 は列状配置をなし、第一號調査木 は腐朽根株 上

に ・第二號調査木以下四本 は倒木上に生ぜ るものなり 。 樹齢130乃 至I40年,直 径

I8乃 至5Icm,樹 高は12乃 至21mなり 。

本調査木は老大樹 にして根系 も著 し く登達せ る故、幅8m,長 さ15m,深 さ75cm

に 土地を掘起 して土石 を杢部除 き根系 を調査 し、且 つ樹幹析解 をなせ り。

各調査木の大なる根は其大半 を地上に裸 出し地 中には 淺 く根張 し 最 も深 きものも

66cmに 達せず、五本の調査木 を通 じて地表より50乃 至66cmの 深 さを最深 とし、

大 部分は地表より30乃 至40cmの 深 さに登達 し甚だし く淺根性 な うO

鼓に特に注意を要 するは本 調査 はIg31年7月I7日 に實施せ るものな るが、同 日

は林外 の平均氣温1)21.5度 あ りて、本 年7月 の最高氣温な るに拘は らず、普通最 も

よく根の登育せ る30乃 至40cm層 以下の土壌は全 く結氷 し、 エゾマツは其結氷上

に蠕鋸せ る有様 にて、本地方に於け る植物生育期間中 最高氣温 の7月 に於て猶斯如

き事情な るはエゾマツ林の根が淺根性 を爲す一因な るべ し。

今 第 三十圖及 び写真 第十圖版 井に 第三十九表 の結果 を通覧す るに 主林木の根 は

強大 な るものは 皆腐朽倒木の方向に直角に両側 に跨 う、倒木外にて地 中に入 う以て

1)保 惑演習林事務所観測
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亘大な る樹幹の安定 に資せ り。 特に 此等老大樹 の強大 なる側根の断面は甚だしき倒

卵形 をなす。之は エ ゾマツの倒木上 に生ず る爲めの淺根性 ご樹の安定上 に起因す る

ものなるべ し(写真 第十 一圖版,第 十七圖版参照)。

又腐朽倒木上 を走 るもの及び地表 フー ムス 層に蔓延す る根は細長にして吸牧根少な

く繊弱な う。

本調査木 は腐朽木上 に発生 して後、直 に馨閉疎開せ られた るものの如 く、被圧i年代

甚だ しく短 く・樹解析解 に於け る生長 ご被壓年代 との關係は、壮齢 時代 の ものの如 く

顯著 な らざ るも、同様 なる關係は之を窺ふ ことを得 るな う。

調査木番號 樹 齢被壓 年代 ・)

II309

213018

313011

413520

513013

又根株に於け る年輪調査 は第二號,第 三號調査木につ きて之をなせ るに第四十一表

の如 く腐朽倒木上に長 く生長せ るものは 根の生 長甚だ しく遅緩にして 年輪多 きもの

な るこごは前記壮齢 時代の調査 と同一な る結果な う。

本調査木中 第一號調査木 は高 さ2m絵 の倒木の根株 上に生ぜ るため 樹幹は地上

2m位 にて分根 し六本の亘大 な る直根 を生 じ、是等が 土地 に到達 して根 を地 中に延

せ う(写真 第 七圖版,第 三十九表馨照)。

以上述べた る如 く・腐朽倒木上 に生す る エ ゾマツ 前生樹 時代の根 は 第三十五表,

第三十六表,第 三十七表 及び第二十入圖,第 二十 九圖 の如 く極めて細 長に寿蔓延せ るも

何れ も倒木外に根 を延 す こと殆ん どな く、甚だし く繊弱なり 。

此澱は最 も留意 すべ き事にしてBalsiger,R2)が擇伐 林の被壓 木が幼時 に根 を充分

1)大 なろ根は被壓時代を脱しで後,発生すろを善通εするを以で,被壓年代数の算定は樹幹析解1:
より大なろ根の分岐點に於ける樹幹ミ根の両噺面の年輸数の差に擦れり。

2)  Ralsiger
, R : Der Plenterwald und seine Bedeutung für die Forstwirtschaft der Gegenwart. 1925.
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に登育す ることは將來 の主林 木 たるの基礎 を築 く爲めの必要手段 な うと推稽せ るも、

原生林の倒木 上の前生樹は其根が 倒木上 にのみ登育 して、眞土に侵入せず、且被壓

状態 よう解放せ られ て旺盛な る生育を始む る時 に於て 初めて 倒木上に蔓延せ る根 の

上部より 新 に 副根(Adventivwurze1)1)を 出 し、眞土に侵入して養分を吸 牧す るもの

にして、倒木 上の前生樹の根 は 恰も人間の 小見時代の乳歯の如 く、母樹 の被壓 時代

に於 てのみ必要 なるも圭林木 とな うて 後は退化 して軍 に其痕跡 を留む るに過 ぎざ る

ものな う(写真 第六圖版,第 七圖版参照)。

 r> Unter Adventiv—oder Zukömmlingswurzeln versteht Hurtig (Hartig , R.: Lehrbuch der Anahmie 

   und Phpsiologie der Pflanzen. 1891. S. 142.) alle diejenigen Wurzelorgane, welche, im Gegensatz 

   zur Hauptwurzel und deren Verzweigungen, nicht in der Anlage des Keimligs enthalten sind. 

   Sie entstehen unabhängig von der Lage der Gefässgruppen der Hauptwurzel auf Grund äusserer 

   Einflüsse, und finden sich normalerweise vorwiegend bei Holzarten mit schwacher oder fehlender 

   Pfahl und stark entwickelten Seitenwurzeln. Am Wurzelwerk lassen sich diese Zukömmlinge 

   morphologisch nicht von den ursprünglichen Nebenwurzeln unterscheiden ; beide zusammen bilden 

vielmehr ein einheitliches System.

原生林i:於 でFichteが 腐朽木(Mulme)叉 は腐植質 ε滋潤なる朕態にで長 く接鰻する場合に其部

分 より副根を生すろ事は既に観察ぜられれ る慮な り

Morphologie der  Pflanzen  " 1908).
(Goebel. „ Einleitung in die experimentelle

而 して其原因は,此 根は腐朽倒木上に其方向にのみ延長すろ奮

き根に直角を爲し・土壌に進入し樹幹を安定ぜしむる点 より見 るに,其 安定運動の刺激

Bewegung von Stabilität) に基 く もの な 叫.

(Reiz der

(Vogtherr : Altes und Neues über Adventivwurzeln.
Forstwiss. Centralblatt. 1910. S.  31o)
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第 三 十 五 表 ・ 前 生 樹 時 代 根 系 調 査

・ 第九林班(更 新調査地IIの 内)(1930年8月 調査)

分根せ り

倒木な巻 く

倒木な巻 く

倒木を巻 く

同

倒木を巻 く

倒木を巻 く
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第 三 十 六 表(一)

前 生 樹 時 代 根 系 調 査

第九林班(更 新調査地IIの内)(1930年8月 調査)

直根倒木内にgcm位 あ り

先端は倒木を巻き込む

分根せり

先端は倒木な巻 き込む

ー

直に倒木を巻 き込む

本調査木は倒木 と土壌 との界に成立せ
るも根は全部倒木上にのみ振れ り。

一度土中に入 るも再び倒木を巻 く
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第 三 十 六 表 二)

直根IICm位 倒 木中にあ リ

倒木を巻 く

本調査木は分根多く小根 なり
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第 三十 七表(一)前 生 樹 時 代 根 系 調 査

第九林班(更 新調査地Iの 内)(lg31年8月 詞査)

倒壊により生ぜろ根株の穴へ向ふ

根元にて分根 し同上根株の穴へ向ふ

根元近 くて分根倒木上に接 る

倒木上よリ前記の穴へ向ふ

倒木上より地中に入る

倒木を巻 き先端は土中に入る

倒木を巻 き先端は土中に入る

倒木な巻 き土中に入る

同 上

一部分根 して倒木上に振 り他に分根

して土中に入ろ

倒木々巻 き土中入る
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倒木な巻 き土中に入 る

同 上

倒木上より先端は土中に入る

同 上

倒木上 よリ先端は土中に入 る分根多 し

同 上

同 上

同 上

同 上

倒木より先端は地中に入る分根多し

同 上

同 上

倒木上より先端ほ土 中に入ろ

倒木上より先端は土中に入 る

同 上

同 上

同 上

同 上,

倒 木上より先端は土 中に入 る



第 三 十 七 表(三)

倒木上 より直に土中に入ろ分根多 し

同 上

倒木上より直に土中に入 る分根多 し

株 より垂直に倒木な貫 く

倒木上 より直に土 中に入る分根多 し

1株 より垂直に倒木を貫 く

備 考()印 あるものは土中に入 リて根の全長を測定 し得ざりしもの



第三十 八 表(一)主 林木 とな る見込 あ る壮齢 時代根系 調 査

第 九 林班(lg31年8月 調査)

倒水上にのみ振る,五號宋の分根匠挾

さまれ生長不良

倒木上にのみ振る

同 上

同 上

同'上

同 上

1同 上

同 上

倒木な巻 き土中に入る

同 上

同 上

同 上

同 上

根元近 くにて分根

同 上

倒木を巻 き土刺 こ入る

同 上

倒木上にのみ振 る

同 上

倒木な巻 き土中に入る

倒木上に援 る・生長不良

倒木上にのみ擾ろ

同 上

同 上

同 上

同 上



第 三 十 入 表(二)

倒木上にのみ振 る

同 上

同 上

同 上

倒木を春 き土中に入 る

先端は土中に入る

倒木 を巻 き土中に入ろ

倒木上にのみ振 る

倒木を巻 き土中に入 る

倒木な巻 き土中に入 る

同 上

倒木上にのみ接る

同 上

同 上

同 上

同 上 ・

倒ノkを巻き土中1:入 る

倒木上にのみ援る

同 上

同 上

同 上

同 上

根元近 くにて分根 し倒木 を巻 き土中に

入る

倒木を巻 き土中に入 る

備 考 ※印は樹幹析解ななせるもの



第 三十 九表(一)主 林 木 時 代 根 系 調 査

第 六林 班(1931年8月 調査)

本調査木は腐朽倒木の株上に生 したるも
rの なれば腐朽株 に沿ひて垂直に根は登達

t・A・B・C,D,E,Fの 大 なろ直根 とな
り,是 等は 地上より更に本表の如き分根
をなぜ り
I
IA根 元 よvJ2m位 のにて分根せ り

Clこ は外に直根直径2cmの 分根 あ り

Dl:lt外 に 直as.8・o,5・o,1.5cmの分根あ
り

Eに は外に直根直径5・cm,Icmの 分根あり

寿Fには外に直根5・o,5・o,2・o,9・ocm直径

の分根あり

F2は 根元t:て 分根せり

根元より分根しで4mの ものは倒木上1:
振 る

倒木 より地中に入 る

根元にて分根せ り

根元 よりImに て分根

主 として倒木上に損るも先端 は地中に入
る

倒木上 よリ地中に入ろ

1競 根 より分根せろ腐朽倒木上の根

倒木上 より直に地中に入ろ

倒木‡にのみ擾ろ

倒木上にのみ按 る

根元より30cmに て分根直に地中に入 る

主 とこて倒木上に撲 り先端は地中に入る

倒木上より直に地中に入 る



第 三 十 九 表(二)

備 考 △印は根株析解をなぜるもの

倒木上にのみ振 り,先 端は地中に入る

倒木上にのみ按る

同 上

同 上

倒木上より直に地中に入る

根元にて分根せ り

地中にて分根ぜるもの多 し

同 上

倒木上に振 り後地中に入 る

倒木上に振 リ先端はフームス中に入る

根元にて分根一は倒木を巻 き他は地中に

入 ろ
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第 四 十 表

根 部 年 輪 調 査(壮齢 時 代)

第九 林 班(1931年8月 調査)

二 根 癒 合

二 根 癒 合
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第 四 十 一 表

根 部 年 輪 調 査(主 林 木 時 代)

第 六 林 班(lg31年8月 調査)

二 根 癒 合

三 根 癒 合

三 根 癒 合

三 根 癒 合

二 根 癒 合

二 根 癒 合

二 根 癒 合



第 二 十 八 圖

腐朽倒木上に於け るエゾマツ、トドマツ前生樹 時代の根 系圖



第 二 十 九 圖

1.腐 朽倒木上 に於け るエ ゾマツ、トドマツ前生樹時代 の根系図

ll・ 腐朽倒木上に於け るエゾマツ、トドマツ圭林 木となる見込 ある壮齢 時代の根系口



第 三 十 圖

エ ゾマ ツ圭林木時代 の根系 圓



第 三 十 一 圖

圭林木 とな る見込あるエゾマツ壮齢時代根株投影圖

第五號調査水 縮尺 巻



第 三 十 二 圖

主林 木となる見込あるエゾマツ壮齢時代根株投影圖

第六號調査木 縮尺蟲



第 三 十 三 圖

圭林木 とな る見込あるエゾマツ壮齢時代根株投影圖

第九號調査木 縮尺 乙



第 三 十 四 圖

主林木 こなる見込あ るエ ゾマツ批齢時代根株投影圏

第十號調査木 縮尺 乙



第 三 十 五 圖

エ ゾ マ ツ主 林 木 時 代 根 株 投 影 圖

第二號調査木 縮尺鳶



第 三十六 圖

エゾマツ主林木時 代根株投影 圖

第三號調査木 縮尺 ∴



第 三 十 七 圖

主林木となる見込あるエゾマツ壮齢時代根株切断圖

●

1・ 第 五 號 調 査 木 縮尺 一1一 Ii.第 六 號 調 査 木 縮尺 を



第 三十八 囲

主林木 とな る見込あ るエゾマツ壮齢時代根株切断圖

1・ 第.九 號 調 査 木 縮尺蟲 II・ 第 十 號 調 査 木 縮尺 乙


